
化石研究会会誌 Journal ofFossilReserch, Vol. 17, 13-18(1984)

日本産Mamm“伽s属の産地・文献目録

高橋啓一＊ 間島信男＊＊

北海道

1)@Mz"wzｲ成邸spl･"71Mge"i"s ②左上顎第3大臼
歯③夕張市④不明⑤15)。

2)@MpJ""ge""s ②左上顎第2大臼歯，右下

顎第3大臼歯③幌泉郡襟裳町④襟裳地域に発達

する最低位の段丘の砂礫屑基底⑤22)o

3)①肱”加増e"〃S ②右下顎第3大臼歯③幌

泉郡襟裳町④襟裳地域に発達する最低位の段丘の

砂礫層基底⑤22)o

4)@Msp. cf.P".α版α"1版O"だ邸s②右上顎第1大
臼歯，右下顎第2大臼歯③石狩郡広島町音江別川

砂利採掘場④下野幌層⑤13)。

5)@Msp. cf.αﾉ"'e"ilzc"si="ogo""zeJ."

左上顎臼歯，左下顎臼歯③石狩郡広島町音江別

砂利採掘場④音江別川層⑤13)。

1. はじめに

日本産長鼻類の標本目録は，松本（1924)，鹿間（1

937)，亀井（1978）などによって従来まとめられてき

た。近年では，ナウマンソ"I>R7"eoﾉOXOC！o〃〃α"加仏

""i (Makiyama)に関しては，亀井・犬塚(1973),

Hasegawa(1972),高橋(1979)によって， トウヨウ

ゾウS姥αfo"or花加αﾉなOwenに関しては，三島

・宮崎(1982)によってまとめられている。

今回著者らは， 日本産M"加加zｲ伽ｲS属(Maglio,19

73)の研究を進める中でこれらの文献を整理する機会

を得たので， ここにその産地・文献目録を作成した。

日本産〃"加加u"2Ⅲs属の名称に関しては" I｡､くつか

の混乱が見られる。このことは，すでに鹿間（1937），

Shikama(1937),大塚(1978)などによって指摘され

ている。そこでこの目録では，種名に関しては原記載

どおりに記入し，文末に従来の名称の整理を行なった。

産地に関しては，可能な限り新しい地名を使用したが，

不明なものは原記赦に従った。産出層準に関しては，

ほぼ原記載どおり記入したので現在の知識では変更す

べきものが多々あると思われる。

ここにまとめた以外にも日本産ﾊ血加加哩沈蛎属の標

本や文献は多数あると思われる。この機会に御教示い

ただければ幸いである。

尚， この目録を作成するにあたって，以下の方々に

大変お世話になった。京都大学の久家直之氏，戸隠村

郷土資料館の中川政幸氏および当時日本大学学生の安

藤正幸氏の方点には，文献の収集に御協力いただいた。

以上の方々に心からお礼申しあげる。

新潟県

6)@｣4rc"近iSkodo"pimz版α"ImO"fe"SSﾉz噌e"sな

②右下顎第3大臼歯（あるいは第2大臼歯）③中

魚沼君端村字下金鉢④魚沼層群上部累層⑤36)，

38）⑥高井(1940)では"肱eOﾉoxodo〃〃”mα"‐

〃iと記載された。

茨城県

7)@R"e""""ogo"汝eﾉ･〃 ②不明③行方

郡霞浦白浜沖④不明⑤17)，31）⑥松本(192

6)ではE"e/ep""と記載された｡

千葉県

8)@"'el. pﾉ.OrO碗α"""O"re"S碗α応""zoroi②左

下顎第3大臼歯（下顎骨付） ③君津市東日笠④

佐貫層の基底⑤30)。

9)①此花ﾉ. prom碗α版"1o"r9"s"piC"s②左下顎

第2大臼歯（下顎骨付）③君津市植畑字地蔵堂下

Ⅱ、産地目録

凡例①種名②産出部位③産地④層準⑤主な
文献番号⑥備考。

KeiichiTakahashiandNobuoMazima: Ijstoflocalitiesandbibliographyof""""7Tzｲ"1"s inJapan

＊日本歯科大学新潟歯学部口腔解剖学教室

*＊日本大学文理学部応用地学科
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④不明⑤18),32),33) @Shikama(1937)

は此花Zp/Dxj脈"S"e加me"噸と記赦。

'鰡鰯f鯉卿・灘撫寛睾評
④不明⑤1), 2), 18), 31), 32)o

11)@R"･el.pﾉ.OrO碗α加加o"reMs"pic"s②右切歯

片③君津市大戸見字三川④不明⑤1)， 2),13，
31),32)o

12)@Rz'･el.pﾉ℃rOmammo"だZｲS ②右下顎第3大

臼歯③君津市湊字笹の谷④不明⑤1)， 2)。
13)①”ﾉ･el. cf.pmx""S ②臼歯③富津市

山脇④梅ケ瀬統東日笠階⑤35)。

14)@Rzﾉ･e/."ogo""Zeｿカ ②左上顎第1大臼

歯③富津市佐貫④下部更新世⑤34)。
15)@R7花ﾉ."Wひ""ze"i ②右上顎第1大臼歯

③富津市佐貫④下部更新世⑤34)。

16)@RIre1.plWo版α加加o"re"s"pic"s②右下顎

第3大臼歯③富津市湊字長浜④不明（長浜砂礫

層) @17), 18) @Holotype,Matsumoto
（1926)では,歯種の左右が違っている。 DietriCh

（1927)は且α"卿ｲ"s,Takai (1936)は，

R〃”"Zα""i,Shikama(1937)は此"eo/oxo-
do"と記載している。

17)@RI》で/.pﾉりわ碗"7T"10"re"Sりlpjaｲs②左下顎

第3大臼歯③富津市奏字長浜④不明（長浜砂礫

層)@17),18) @Paratype,Matsumoto

（1926)では歯種の左右が違っているo

18)@Rzﾉ･el.pmroma加加o"だⅨs"pic"s②上顎第

3大臼歯？③富津市湊字長浜④不明（長浜砂礫

層）⑤17)， 18)。

19)@Rw･eﾉ.proro版"刀加o"だ"sり抑C"S②上顎第
3大臼歯？③富津市湊字長浜④不明（長浜砂礫

層）⑤17)， 18)。

20)@HzノゼI.p70m碗α加加o"だ“〃pic"S②下顎第

3大臼歯③富津市関の谷④不明⑤18)。

21)@Hzrel.p7orom"7z"zo"re"s ②切歯片③富

津市湊字笹の谷④不明⑤1)，2)。

22)@R"e/.pﾉDrOma加加o"ie"s"pjaｲS②右上顎

第2大臼歯③富津市湊字長浜④埜底礫層（長浜

砂礫層) @19)o

23) RzだI.prOrOmammO"花"s"pic"s②左上顎

第2大臼歯③富津市湊字長浜④基底礫層（長浜

砂礫層）⑤19）。

24)@Rzノセムpmm碗"刀加o"re"Spﾉ℃x"7Z"s②左下

顎第3大臼歯③富津市小久保磯根④不明⑤18）

⑥Holotypeo
25)@4rCh. p"海"Z""版O"花畑②左上顎第2大臼

歯③富津市湊字長浜④基底礫層（長浜砂礫層）

⑤19) @Holotypeo
26)①〃re|ﾉ.pﾉりわ版α"2版O"re"S ②臼歯③富津

市宝龍寺の採石場④長浜砂礫層⑤43)。

27)@"肥1cf.PrOX""S ②臼歯③夷隅郡老
川村綴川④梅ケ瀬統夕木階⑤35)。

愛知県

28)①〃『el. "090"的eﾉ．〃 ②不明③西尾市菱
池町④不明⑤17)， 31)。

長野県

29)①aep/ms"Ogo脈he"i ②右上顎第1大臼

歯，臼歯片③南佐久郡八千穂村畑八小学校（八千

穂小学校）の北西，十二明神側の断崖下④千曲層
⑤41)， 44)。

滋賀県

30)①邸.""o"油er〃 ②左上顎第’大臼歯
③犬上郡多賀町芹川河床中川原地④おそらく更新

世堆積物⑤8),14) @Makiyama(1938),Ike-

beetal.(1966),Hasegawa(1972),亀井・犬塚

（1973)はR〃”腕”"iに,岡崎・松岡（1979)は

EIephas sp. と記戯。

31)@Arc/i.pam"､"1噸o"舵"SSh畦"sな②左下顎第
2大臼歯③志賀町小野西ノ尾④古琵琶湖層群堅

田累層栗原互層⑤8),20),26)@Holotype,
Kamei(1966),岡崎・松岡(1979)では4F/. '' shi-

ge"S酌と記赦。

32)@'IEY. ''s/z軽"s耐 ②右下顎第4乳臼歯ある
いは第1大臼歯③志賀町和迩川河床④不明⑤
26)。

33) @EI. ''sﾉI噂e"siS ②左下顎第3大臼歯（下

顎骨付）③大津市真野町佐､灘ﾏ④古琵琶湖層
群堅田累層栗原互層，大野火山灰層の下位⑤10）

結城(1958),Ikebe(1966)では,右下顎第2大臼歯
と記載。

34)@'". '' s"e"sな ②右上顎第3大臼歯③

大津市真野④不明⑤26)。

35)@(#". '' Sh増e"Sis ②右上顎第3大臼歯③
大津市仰木町宮城谷④古琵琶湖層群堅田累層栗原

互層，大野火山灰層の下位⑤7)，8)， 10)，26）
⑥池辺ほか(1965), Ikebeetal.(1966)では右下

顎第2大臼歯と記赦。

36)@{E/. ''s〃屯e"SiS ②右下顎第3大臼歯③
大津市下阪本町④不明⑤26)。

大阪府

37)@@FI. '' sh増e"sis ②右下顎第2大臼歯③

－14－



④不明⑤27)。

産地不明

49)@"""1ge""

明④不明⑤15)。

茨木市福井上村東方④大阪層群Malの約3077z下

位, yenowtuffの2～3m上位の粘土層⑤砂，

10)， 26)。

38)@@". ''s"軽"Sな ②右下顎第1大臼歯（下
顎骨付）③和泉市和田町光明池④大阪層群Ma2

からの二次堆積⑤10)｡

39)@@". '' S/Zige"SiS ②右上顎第2あるいは第

3大臼歯③南河内郡狭山町今熊の北東約200m

④大阪層群池5⑤10)。

40)@MpzzJTz加α､液O"re"SSﾉi噌e"s応②切歯4点
③富田林市錦ケ丘町曳野丘陵東麓④大阪層群W1
下位約30加⑤40)。

②右下顎第2大臼歯③不
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瀬戸内海

41)@Rz花ム〃昭o"rerji ②不明③瀬戸内海

備讃海峡④不明⑤24)。

42)①田．かりgo""Zeﾉ･〃 ②上顎第2大臼歯③香
川県小豆島白浜沖④不明⑤15)。

ｐ
穴

Ｓ
の

鉱
山
”
鍔

県
①
吉

岬
鋤
秋

②臼歯・切歯③美禰郡秋其町

④不明⑤42)。

長崎県

44)@E""αssp･ ②右下顎第3大臼歯③南高来

郡南有馬町吉川海岸沖ノ瀬④不明（ロノ津層基底）
⑤9)。

熊本県

45)①aep/IQs sp.②左下顎第2大臼歯③天草郡
大矢野町湯島の北方2キロの海底④不明（ロノ津
層相当層）⑤9)。

沖繩県

46)@E/. nngO""1e"〃 ②左上顎第2大臼歯③

宮古島平良市字仲宗根添棚原棚原洞穴④不明（石

灰岩角礫層) @11),27),39)@Tokunaga(19
40)は，右上顎第2大臼歯と記載し, R〃α"1""-

C"S,との類似性も指摘した。亀井(1970),大塚(1978)

は，左上顎第2大臼歯とした。

47)①邸刀zer"io"αIな～EI.〃りgo"功e"iのグループ
②右上顎臼歯③宮古島平良市字仲宗根添棚原棚原

洞穴④不明（石灰岩角礫層）⑤11)，27)，28)， 29）
⑥Otuka(1941)は恥敗eOﾉoxodo〃の下顎臼歯と

記載した。

48)①皿sp. cf. Proro碗α"zmO"re"S②右下顎第

3大臼歯③奄美大島西方約240キロの大陸棚（東

経126度50分，北緯29度20分,水深約14077L)
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17， 1－4．

Ⅲ、古型/順mm"if7"s属の名称について

従来日本で産出しているMz加加剛加ｲs属には，大き

く分けて2つのグループが見られる。その一つは，北

海道でのみ発見されているMp7･"te"畝sである。

本種は,"""71"伽応属の中で最も進化した種である

が，その名称に関しては，特に混乱は見られない｡

他の一方は， ヨーロッパでいう“碗eﾉ湿io"αﾉiS-

肱〃加e"itzc"s(=""qgo""ie"i )系列に属する
と思われる（亀井， 1964 ；大塚， 1978）グループ．で

ある。このグループの名称としては従来多様なものが

使われており，著しく混乱しているように思われる。
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図1 松本(1939)における4ﾉ℃hidModり"およびmﾉ巴”〃"の系統関係

そこで，今後の研究のためにこのグループの名称につ

いていままでの見解を簡単に整理する。尚，以下では

便宜上との胚加e"上加"α"S－Maﾉ”e"iααｲs系列

に属すると思われる種を古型Mm"7Iz"fz"s属（亀井，

1964 ；大塚1978）と呼ぶ。

日本産古型Mh加加以沈“属に対して使われた学名に

は次のようなものがある。

R"･e/.pror， りりpims(Matsumoto, 1926)

Rzﾉ.eムp7℃ムprOx"""S(Matsumoto,1926)

Rzﾉで1.plor.m"s"moroi(Saheki, 1931 )

RzJe/."Ogo"肋eﾉ."(Tak2i,1931)

J4rch湿愈kodひ〃Rzm"I"7mzo"re"s (松本,1939)

,4rcﾉz.p"KSﾉz垣e"siS(Matsumoto&Ozaki ,

1959）

EI. s/lige"siS(Kamei, 1966)

M7版液Ⅸ油"Spひわ腕α加加o"re"s(大塚, 1978)

Mpimzmα"Z耐o"re"s(大塚, 1978)

Mα"”e"わc"s(木村他, 1983)

B'"eI"h"pﾉWo碗α"z碗o"花"s(松本, 1924)

aleム"WO"油e"i (松本, 1924)

EYep/z"s"ngひ""zerii(Makiyama, 1924)

Mreﾉ印加Sp7℃rO"rα加加O"だ"S(Matsumoto,1926)

x'irs.
B・P･ Kinkl 80so Europe

蜘

5

このように， 日本産古型Mn加加以沈“属の名称に対

して様点な学名が使われてきたのは， 1)長鼻類の研

究が進むに従って属名・種名の変更がされてきたこと，

2)臼歯の個体変異を考慮することなく，わずかな形

態の変異により亜種に分けたこと， 3）シノニム関係

が把握されていなかったことなどに起因する。

しかし，松本（1939)以来日本産古型Mh加加""z“

属の分類に共通する考え方は， これらが，大きく2型

に分けられるということである（図1）。

その一つは, Mtsumoto(1926)によってMEた一

pﾉ"n pmiOfMWWIO"IEMSと呼ばれた房総半島産のもの

で代表される種である。この種はその後，高報1931）

によってRI7℃”〃“〃電ひ"油afr,大塚(1978)によって

M刀7WZ"池Spﾉひ”？'"刀加qfja"と呼ばれた。

他の一方は, Matsumoto&Ozaki(1959)によっ

て, "cIZ"isk"o"p"mmammo"reuss"e"sisと

呼ばれた近畿地方産のもので代表される種である。こ

れを亀井（1966)は,EYep""ssﾉzjge"郷，大塚は,""-

mm""z"spaﾉ迩加α加加o""Z(Sと呼んだ。

これらの名称が示すように，前者は後者よりやや進

化した形質をもっていると考えている。大塚（1978）

によれば，前者はどちらかと､､えば肱aJ77Ze"ねc"s(

MZ7Wo刀沈e"i)に，後者は肱mer"io"α/iSに近

いと、､っている。両者のうち従来より特に名称上の問

題となっているのは，房総半島産の種で，表1のよう

に，同一標本に対しても研究者により様左な名称の変
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表1 @"roro7刀α加加oﾉ"euS''の名称の変遷
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更がなされている（鹿間, 1937 ; Shikama,1937)。

時には，タイプ．標本までも変更された(.Takai,1936 ;

Shikama, 1937 ;など)｡

著者らは， ここでは従来の名称の整理を行なうにと

どめ，新たな見解を提示するつもりはない。しかし，

房総半島産の種と，滋賀県産の種のみを比較するにお

いても， 、､くつかの標本では確かに前者が後者に比較

して進化した形質を持っているようであるが，後者が

大塚(1978)のいうようにすべて前者より古い形質を持

つものばかりとは限らないように思える。それは時代

的にいっても，両者の産出する期間がほぼ同じことか

らも支持される（図2）。その他古型Mu""m"h"s属

に関する問題ば，多左あるが稿を改めて指摘したい。

今後，著者らは， さらに日本産古型Mpm"加"h"s属

の研究を進めていくなかで， これらの名称を真の意味

で整理していきた↓､と考える。
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